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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　図９及び図１０は第１の手法を示すグラフである。図１１及び図１２は第２の手法を示
すグラフである。これらの図のいずれにおいても、横軸には時間を採り、縦軸にはリレー
１０１，１０３に流れる電流ｉ１と、リレー１０２に流れる電流ｉ２を採る（電流ｉ１，
ｉ２はその流れる方向を不問とする絶対値である）。またリレー１０１，１０２がオープ
ン状態にあることを「ＯＰＥＮ」で、クローズ状態にあることを「ＣＬＯＳＥＤ」で、そ
れぞれ示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　第２の手法を纏めると以下のようになる：
(i-2)リレー１０１に所定値（上述の例では１５０Ａ）以上の電流が流れる時間が第１時
間（上述の例では１０ｍｓ）に達してから、リレー１０１がクローズ状態からオープン状
態へ遷移し、
(ii-2)リレー１０２に上述の所定値より大きな電流（上述の例では２００Ａ以上）が流れ
る時間が第２時間（上述の例では１０ｍｓ）に達してから、リレー１０２がクローズ状態
からオープン状態へ遷移する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　ステップＳ１０１，Ｓ１０２，Ｓ１０３，Ｓ１０４の纏まりは、上述の動作(i)，(i-1)
，(i-2)に対応する。ステップＳ２０１、Ｓ２０２，Ｓ２０３，Ｓ２０４の纏まりは、上
述の動作(ii)，(ii-1)，(ii-2)に対応する。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　ステップＳ１０５では、リレー１０３をオープン状態にする（図１の車載ＥＣＵ４０３
からリレー１０３への破線矢印でこれを模式的に示した）。これは上述の様に、上記(i)
の動作において、リレー１０３はオープン状態であるべきであるからである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図９】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１０】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１２】
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